
 

 
 

支払基金統一事例 

【 手術 】 

 

８ 同一側の橈骨骨折かつ尺骨骨折に対し、前腕骨の一方にＫ045 骨折経 

皮的鋼線刺入固定術を実施し、もう一方にＫ046 骨折観血的手術を実施し

た場合の取扱いについて 

 

《平成２９年４月２４日》 

 

○ 取扱い 

 

同一側の橈骨骨折かつ尺骨骨折に対し、前腕骨の一方にＫ045 骨折経皮的鋼

線刺入固定術を実施し、もう一方にＫ046 骨折観血的手術を実施した場合、そ

れぞれの所定点数の算定を認める。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

平成 28 年 3 月 4 日付け保医発 0304 第 3 号「診療報酬の算定方法の一部改

正に伴う実施上の留意事項について」別添 1 の第 2 章第 10 部手術のＫ046 骨

折観血的手術の留意事項通知に「前腕骨又は下腿骨骨折の手術に際し、両骨

（橈骨と尺骨又は脛骨と腓骨）を同時に行った場合であって、皮膚切開が個別

の場合には、別の手術野として骨折観血的手術の「2」の所定点数をそれぞれ

の手術野について算定する。」と記載されている。 

当該留意事項通知から両骨の橈骨と尺骨を同時に行った場合であって、ア

プローチが個別に行われており、別の手術を施行した場合は、それぞれの所定

点数を算定できると考える。 

また、Ｋ045 骨折経皮的鋼線刺入固定術は経皮的手術であり、皮膚切開を必

要としないため、皮膚切開を必要とするＫ046 骨折観血的手術と同一皮切で施

行されない。 

したがって、アプローチが個別であり、それぞれ別の手術であることから、

同一側の橈骨と尺骨は、それぞれの所定点数の算定が認められる。 
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